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農
業
委
員
、
農
協
の
役
員 

 
 

老
人
会 

会
長 

 
 

神
社
、
お
寺
の
総
代 

等
一
通
り
お
つ
と
め
を
終
わ
り
、
今
は
無
役
。
世
代
交
代

し
て
、
老
い
て
は
子
に
従
え
と
。 

 

知
ら
れ
ざ
る 

 
 

陸
軍
の
秘
密
水
上
特
攻
艇 

福
岡
県 

 

角 

谷 

数 

茂 
 

 

  

大
東
亜
戦
争
の
開
戦
間
も
な
い
、
翌
昭
和
十
七
（
一
九

四
二
）
年
四
月
、
豊
津
中
学
校
に
入
学
し
た
。
こ
の
入
学

当
時
は
ま
だ
戦
勝
ブ
ー
ム
の
最
中
で
あ
っ
た
が
、
二
年
生
、

三
年
生
に
な
る
と
様
相
が
変
わ
っ
て
き
た
。
あ
の
頃
の
年

代
の
人
々
が
経
験
し
た
学
徒
勤
労
動
員
で
、
農
作
業
や
基

地
築
城
、
曽
根
飛
行
場
（
現
在
の
北
九
州
空
港
、
新
北
九

州
空
港
開
港
後
閉
鎖
）
の
建
設
に
汗
を
流
し
た
も
の
で
あ

る
。 

 

そ
れ
か
ら
私
は
旧
国
鉄
の
小
倉
工
場
の
工
機
部
旋
盤
の

職
場
に
配
属
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
国
が
公
募
し
て
い
た

「
陸
軍
船
舶
特
別
幹
部
候
補
生
」
を
受
験
し
た
。 

 

最
年
少
の
志
願
兵
と
し
て
、
ひ
た
す
ら
純
粋
に
国
の
た

め
に
と
応
募
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
合
格
、
中
学
三

年
生
、
十
五
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
は
寒
風
と
共
に
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雪
が
降
り
し
き
る
冷
た
い
朝
で
あ
っ
た
。 

 

上
陸
し
た
港
は
、『
二
十
四
の
瞳
』
で
今
は
す
っ
か
り
有

名
に
な
っ
た
観
光
地
の
小
豆
島
土
庄
港
、
そ
こ
に
は
我
々

若
者
を
待
つ
、
そ
の
名
も
若
潮
部
隊
が
あ
っ
た
。
昭
和
二

十
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

入
隊
式
の
食
事
に
赤
飯
が
支
給
さ
れ
た
と
思
っ
た
ら

「
こ
う
り
ゃ
ん
」
入
り
の
飯
で
あ
っ
た
。
陸
上
訓
練
は
当

然
な
が
ら
船
舶
兵
科
必
須
の
手
旗
信
号
、
機
関
学
、
気
象

学
、
船
舶
舟
艇
の
訓
練
な
ど
が
寒
風
を
突
い
て
行
わ
れ
、

精
神
修
養
も
合
わ
せ
て
な
さ
れ
た
。 

 

や
が
て
原
爆
の
地
、
広
島
の
沖
合
に
あ
る
江
田
島
の
幸

の
浦
の
特
攻
教
育
隊
に
転
属
し
、
明
日
へ
の
生
命
も
知
れ

ぬ
特
攻
隊
隊
員
と
し
て
教
育
訓
練
を
叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
。 

 

私
達
の
艇
は
「
甲
四
型
肉
迫
攻
撃
艇
」
と
言
い
、
船
体

は
ベ
ニ
ア
板
、
エ
ン
ジ
ン
は
自
動
車
用
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
爆
雷
を
搭
載
し
夜
間
敵
の
停
泊
地
に
侵
入
し
、
艦
船
に

体
当
た
り
撃
沈
す
る
と
い
う
戦
法
で
あ
る
。 

 

軍
秘
上
、
連
絡
艇
の
頭
文
字
を
と
っ
て
、
「
マ
ル
レ 

㋹
」
と
呼
ん
で
い
た
。
一
通
り
の
訓
練
を
終
え
、
本
土
決

戦
に
備
え
、
海
上
挺
進
戦
隊
と
し
て
各
地
に
展
開
し
て
い

っ
た
。 

  

私
は
暁
（
陸
軍
船
舶
兵
科
の
呼
称
）
第
一
九
八
四
八
部

隊
、
海
上
挺
進
隊
員
と
し
て
、
糸
島
郡
前
原
町
加
布
理
海

岸
の
特
攻
基
地
に
配
置
さ
れ
た
。 

 

や
が
て
、
宿
営
地
の
門
司
港
で
、
八
月
六
日
に
広
島
の

新
型
爆
弾
（
原
爆
）
投
下
に
よ
る
大
被
害
、
続
い
て
長
崎

原
爆
で
決
定
的
終
戦
の
玉
音
放
送
を
、
そ
し
て
神
州
不
滅

と
信
じ
て
い
た
日
本
の
敗
戦
を
上
官
よ
り
聞
い
た
。 

 

し
か
し
、
我
々
の
戦
隊
で
は
混
乱
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。

新
造
の
㋹
艇
を
焼
却
、
身
辺
を
整
理
し
、
お
互
い
の
再
会

を
約
し
て
復
員
し
、
再
び
母
校
に
戻
り
ペ
ン
を
手
に
し
た
。 

  

今
次
大
戦
で
多
大
の
犠
牲
者
を
出
し
た
が
、
私
達
船
舶

特
幹
生
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
沖
縄
で

多
数
の
戦
死
者
、
広
島
で
の
救
護
活
動
、
死
体
処
理
、
そ

の
た
め
原
爆
病
を
得
た
者
も
い
る
。 

 
学
生
服
を
軍
服
に
着
替
え
、
僅
か
半
年
の
軍
隊
生
活
で
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あ
っ
た
が
、
真
珠
湾
攻
撃
に
始
ま
る
海
軍
の
特
殊
潜
航
艇

や
神
風
特
攻
、
人
間
魚
雷
「
回
天
」「
震
洋
」
な
ど
の
ほ
か

に
、
陸
軍
に
も
そ
れ
は
、
そ
れ
は
、
多
大
の
戦
死
者
を
出

し
た
し
、
そ
れ
と
同
時
に
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
「
秘
密

の
水
上
特
攻
隊
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
頂
き

た
い
。 

 

あ
の
戦
争
が
無
か
っ
た
ら
死
な
ず
に
済
ん
だ
の
に
、
十

五
歳
か
ら
十
九
歳
位
の
紅
顔
の
少
年
ば
か
り
が
特
攻
隊
員

と
し
て
死
ん
で
い
っ
た
と
い
う
悲
惨
な
も
の
で
あ
っ
た
。

今
、
こ
の
悲
惨
さ
か
ら
死
な
ず
に
済
ん
で
生
存
し
た
人
々

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、

若
く
し
て
生
命
を
失
っ
た
人
に
思
い
を
馳
せ
残
念
で
な
ら

な
い
。 

 

我
々
が
、
青
春
の
血
を
燃
や
し
た
小
豆
島
、
八
幡
山
の

中
腹
、
瀬
戸
の
海
を
見
渡
す
所
に
、
私
達
の
浄
財
で
建
て

た
鎮
魂
の
碑
「
若
潮
の
塔
」
と
青
春
の
群
像
で
あ
る
「
ブ

ロ
ン
ズ
像
」
三
体
「
学
徒
姿
、
訓
練
姿
、
出
撃
姿
」
が
あ

る
。
こ
れ
は
二
十
四
の
瞳
、
平
和
の
群
像
の
同
じ
作
者
で
、

彫
塑
界
の
鬼
才
、
矢
野
秀
徳
氏
会
心
の
作
品
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
兄
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
亡
く
し
た
弟
さ
ん
が
、
遺

骨
替
わ
り
に
と
、
現
地
の
人
々
の
協
力
で
持
ち
帰
っ
た
㋹

の
エ
ン
ジ
ン
が
安
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
小
豆
島
を
訪
れ

る
人
々
は
観
光
の
傍
ら
、
こ
の
丘
に
登
り
故
人
の
冥
福
を

祈
り
、
平
和
祈
願
を
捧
げ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 

今
日
の
平
和
日
本
の
あ
る
の
は
、
今
次
大
戦
で
犠
牲
に

な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
お
陰
と
肝
に
銘
じ
、
夢
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
我
々
の
事
実
を
後
世
に
残
し
た
い
も
の
で
あ

る
。 

 

最
後
に
言
う
。『
戦
争
は
絶
対
に
い
か
ん
』
…
…
今
も
地

球
の
ど
こ
か
で
、
硝
煙
の
匂
い
が
消
え
な
い
。
…
…
世
界

平
和
を
願
っ
て
い
る
。 

 

私
達
は
こ
の
事
実
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
く
し
て
散
っ
て
い
っ
た
勇
士
へ
の

鎮
魂
に
な
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
お
伝
え
し
て
い
る
の
で
す
。 

 

〔
あ
と
が
き
〕 

 

㋹ 

陸
軍
が
行
っ
た
海
上
特
攻 

 
 
 
 

米
軍
を
震
憾
さ
せ
た
挺
進
爆
雷
隊 

 
昭
和
十
九
年
二
月
、
米
軍
は
マ
リ
ア
ナ
群
島
・
ニ
ュ
ー
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ギ
ニ
ア
西
部
に
進
出
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
も
は
や
目
前
に
晒

さ
れ
て
い
た
。
や
が
て
は
沖
縄
侵
攻
も
予
測
さ
れ
る
な
ど
、

戦
局
は
日
本
に
と
っ
て
誠
に
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
っ
た
。 

 
既
に
我
が
航
空
戦
力
の
消
耗
は
は
な
は
だ
し
く
て
、
敵

の
進
撃
を
阻
止
す
る
に
は
、
敵
船
団
を
上
陸
す
る
前
に
撃

破
す
る
以
外
に
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
同
年
七
月
、

陸
軍
海
上
挺
進
隊
が
結
成
さ
れ
、
訓
練
が
開
始
さ
れ
た
の

で
あ
る
。 

 

こ
の
陸
軍
海
上
挺
進
隊
は
国
軍
の
大
き
な
期
待
を
担
っ

て
短
期
間
に
部
隊
を
編
成
、
不
慣
れ
な
海
上
に
お
い
て
無

防
備
の
特
攻
艇
を
操
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

勿
論
、
生
還
を
期
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
こ

う
し
た
不
利
な
条
件
下
で
、
敵
船
艇
を
撃
沈
す
る
こ
と
数

十
隻
と
い
う
嚇
々
た
る
戦
果
を
挙
げ
た
の
だ
。 

 

し
か
し
こ
の
部
隊
の
存
在
は
、
当
時
の
隠
密
部
隊
と
し

て
、
ま
っ
た
く
世
に
発
表
さ
れ
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
て
い

る
。
そ
し
て
青
春
の
す
べ
て
を
投
げ
う
っ
て
鬼
神
の
ご
と

き
攻
撃
を
敢
行
し
、
再
び
帰
ら
ざ
る
者
千
六
百
三
十
六
人

の
多
き
に
及
ん
だ
。 

 

陸
軍
海
上
艇
進
戦
隊
の
業
績
は
、
そ
の
家
族
と
国
家
を

憂
う
純
精
な
心
と
と
も
に
、
永
く
歴
史
に
留
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 




